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１２
月
定
例
会
の
概
要

会
期

　１２
月
５
日
〜
１２
月
１９
日【
１５
日
間
】

●
開
会
日（
12
月
５
日
）　

■
知
事
提
案
説
明

　
　
　
〜
県
民
と
の
対
話
を
通
じ
て
、「
共
感
と
前
進
」の
県
政
を
運
営
す
る
〜

濵
田
知
事
は
初
め
に
、「
県
政
の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、県

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、施
策
の
磨
き
上
げ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
」と
述
べ
た
上
で
、

「「
濵
田
が
参
り
ま
し
た
」で
の
現
場
視
察
等
、対
話
を
通
じ
て
県
政
に
対
す
る「
共
感
」を
得
る

と
同
時
に
、得
た
意
見
を
政
策
立
案
に
生
か
し
、着
実
に「
前
進
」し
て
い
く
こ
と
を
県
政
運
営

の
基
本
姿
勢
と
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る「
高
知
県
元
気
な
未
来
創
造

戦
略
」に
つ
い
て
、令
和
８
年
度
は
大
き
く
４
つ
の
方
向
性
で
施
策
を
強
化
す
る
」と
述
べ
た
上

で
、「
高
付
加
価
値
型
経
営
へ
の
転
換
支
援
」、「
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
実
現
」、

「
若
者
に
選
ば
れ
る
高
知
を
目
指
し
た
移
住
・
定
住
対
策
の
強
化
」、「
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
出
会

い
の
機
会
の
拡
充
と
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支
援
」に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、目
指
す
べ
き
３
つ
の
高
知
県
像
の
う
ち
、「
い
き
い
き
と
仕
事
が
で
き
る
高
知
」に
つ
い

て
、「
令
和
８
年
に
開
催
す
る「
よ
さ
こ
い
高
知
文
化
祭
2
0
2
6
」に
向
け
て
は
、神
楽
な
ど

文
化
祭
で
披
露
す
る
地
域
な
ら
で
は
の
文
化
や
、関
連
す
る
観
光
施
設
、体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
商
品
づ
く
り
を
促
進
す
る
。加
え
て
、商
品
を
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
、誘
客
の
拡
大
、県
内
各
地
へ
の
周
遊
に
つ
な
げ
る
」と
述
べ
た
上
で
、「
県
内
各
地
の
伝
統

芸
能
な
ど
を
体
感
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、お
き
ゃ
く
な
ど
の
食
文
化
や
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
、

日
曜
市
な
ど
の
高
知
独
自
の
文
化
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
。文
化
祭
の
終
了
後
も
、本
県
に
何

度
も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
」と
述
べ
ま
し
た
。続
い
て
、「
い
き
い
き
と
生
活
が
で

き
る
高
知
」、「
安
全
・
安
心
な
高
知
」に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
述
べ
、最
後
に
今
回
提
案
し
た

議
案
31
件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

決
算
特
別
委
員
会
の
加
藤
漠
委
員
長
が
、令
和
６
年
度
会
計
決
算
の
審
査
結
果
を
報
告
し
、

採
決
の
結
果
、未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
関
す
る
議
案
２
件
を
可
決
し
、決
算
議
案
23
件

を
認
定
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問（
12
月
10
日
〜
12
日
）　

■
補
正
予
算
の
追
加
提
出（
12
月
10
日
）

濵
田
知
事
は
、「
国
の
経
済
対
策
に
呼
応
し
て
、特
に
速
や
か
な
対
応
が
必
要
と
な
る
事
業

を
中
心
に
、総
額
2
9
4
億
円
余
り
の
予
算
の
補
正
並
び
に
53
億
円
余
り
の
債
務
負
担
行
為

の
追
加
及
び
変
更
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
等
議
案
４
件
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
」と

説
明
し
ま
し
た
。

■
人
口
減
少
対
策
な
ど
に
つ
い
て
論
議

７
名
の
議
員
が
、人
口
減
少
対
策
や
新
県
民
体
育
館
の
整
備
、中
山
間
地
域
政
策
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査（
12
月
15
日
〜
17
日
）

審
査
の
結
果
、付
託
さ
れ
た
議
案
34
件
を
可
決
、１
件
を
承
認
し
ま
し
た
。ま
た
、請
願
４

件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日（
12
月
19
日
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

知
事
提
出
議
案
34
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、１
件
を
承
認
し
ま
し
た
。ま
た
、請
願
４
件

に
つ
い
て
は
不
採
択
と
し
、追
加
提
出
さ
れ
た
人
事
議
案
３
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
議
案
８
件
の
う
ち
６
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、２
件
を

否
決
し
ま
し
た
。

主 な 内 容
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１２
月
定
例
会
の
概
要

　こうち県議会だよりは定例
会（２月・６月・９月・12月）に合
わせて年4回発行

佳
作「
牧
野
さ
ん
も
見
た
空
」

高
知
追
手
前
高
校
２
年 

西
添 

英
良

佳
作「
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
と
ふ
く
ち
ゃ
ん
」

高
知
東
高
校
３
年 

種
田 

小
春

高知県イメージキャラクター
「くろしおくん」

高知県議会では、若い

世代の皆さんに政治や議

会への関心を持っていた

だくきっかけづくりとして、

県内高校生等を対象とし

たフォトコンテストを実施

し、今年度は「私の見つけ

た高知の魅力」をテーマに

13校27名から52点のご

応募をいただきました。

応募全作品を２月定例

会の閉会日（３月24日予定）

まで議事堂１階に展示中で

す。お気軽にお立ち寄りく

ださい。

議長賞「毛嵐の朝」 土佐高校３年 隂山 悠翔 副議長賞「光の道」  高知高校１年 本田 日菜子

第10回高校生フォトコンテスト入賞作品決定！

佳
作「
お
か
え
り
」

清
水
高
校
３
年 

小
島 

瑞
葵

……………………２・３面
………３面

……………………４面

…………………４面
…４面
…４面

…４面

…１面
………４面

………………４面

＊１２月定例会
本会議の質問
常任委員会委員長報告要旨
主な審議の結果
＊委員会活動
常任委員会の動き
議員定数問題等調査特別委員会の動き
人口減少対策調査特別委員会の動き
＊その他
フィリピン・ベンゲット州を記念訪問
＊お知らせ
第１０回高校生フォトコンテスト

入賞作品決定！
県議会の構成が変わりました
２月定例会開催予定ほか



12月定例会本会議の質問
質
問
者（
質
問
順
）

12
月
10
日

横
山

　文
人

塚
地

　佐
智

12
月
11
日

武
石

　利
彦

竹
内

　健
造

は
た

　
　愛

12
月
12
日

金
岡

　佳
時

今
城

　誠
司

̶2̶
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高
市
総
理
の
責
任
あ
る
積
極
財
政
へ
の

評
価
と
国
の
経
済
対
策
の
受
け
止
め 横山　文人

（自由民主党）

塚地　佐智
（日本共産党）

武石　利彦
（一燈立志の会）

竹内　健造
（自由民主党）

はた　愛
（日本共産党）

答

知
事
　
物
価
上
昇
を
上
回

る
賃
上
げ
の
実
現
、地
域
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
の
形
成
と
い
っ
た
取
組
に

よ
り
、必
要
な
分
野
に
戦
略
的
な

積
極
投
資
が
行
わ
れ
、地
域
経
済

の
成
長
な
ど
の
促
進
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、今
回
の
経
済
対
策
に
は
、

本
県
が
強
く
訴
え
て
き
た
内
容
が

数
多
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、高
く

評
価
し
て
い
る
。物
価
高
へ
の
影
響

緩
和
や
高
付
加
価
値
型
経
営
へ
の

転
換
な
ど
の
効
果
が
早
期
に
発
現

す
る
よ
う
に
努
め
る
。

問

総
理
が
掲
げ
る
責
任
あ
る

積
極
財
政
へ
の
評
価
と
国
の
経

済
対
策
の
受
け
止
め
を
聞
く
。

イ
ン
フ
ラ
関
連
予
算
の

確
保
と
整
備
の
加
速
化

答

土
木
部
長
　
今
回
の
補
正
予

算
で
は
国
の
経
済
対
策
を
活
用
し
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
2
8
5
億
円
を
計

上
し
た
。こ
の
う
ち
、中
期
計
画
に
係

る
事
業
費
は
、昨
年
度
の
1
・
2
倍
と

な
る
約
2
7
4
億
円
を
追
加
提
出
し

て
お
り
、四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
浦
戸
湾
の
三
重
防
護
事
業
の
整
備

に
加
え
、各
種
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
対
策

の
推
進
な
ど
防
災
・
減
災
対
策
を
全

力
で
進
め
る
。

計
画
期
間
に
必
要
な
予
算
が
着

実
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
、国
に
粘
り

強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

問

安
全・安
心
な
高
知
の
実
現

に
は
、イ
ン
フ
ラ
関
連
予
算
の
恒

久
的
な
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。国

土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
に
基

づ
く
対
策
を
は
じ
め
、予
算
の
確

保
と
整
備
の
加
速
化
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

中
小・小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
支
援

問

物
価
高
騰
や
最
低
賃
金
引

上
げ
に
伴
う
大
き
な
影
響
が
予

想
さ
れ
る
が
、実
態
把
握
と
聞
き

取
り
を
行
い
、必
要
な
対
策
を
打

ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

参
与（
官
民
連
携
推
進
監
）

の
任
用

答

知
事
　
活
動
の
方
向
性
や
目

標
を
事
前
に
共
有
し
、定
期
的
に

進
捗
状
況
の
報
告
を
受
け
る
場
を

持
つ
こ
と
で
、業
務
の
妥
当
性
を
判

断
す
る
。知
事
の
補
佐
役
と
し
て
の

活
動
で
あ
る
た
め
、私
も
県
民
に
適

時
適
切
に
説
明
を
し
て
い
く
。

公
務
と
そ
れ
以
外
の
活
動
と
の

線
引
き
を
明
確
に
し
な
が
ら
、経
験

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、具
体

的
な
成
果
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

問

大
石
宗
氏
の
参
与
起
用
に

つ
い
て
は
、政
治
的
中
立
性
に
懸

念
が
あ
る
。勤
務
時
間
内
の
政

治
活
動
や
、地
位
を
利
用
し
た
選

挙
運
動
を
行
わ
な
い
こ
と
で
担

保
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、線
引
き

は
困
難
で
あ
り
、任
用
は
す
べ
き

で
な
か
っ
た
と
思
う
が
、認
識
を

聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

高
知
モ
デ
ル
の
若
者
就
労
支
援

答

知
事
　
農
業
分
野
で
は
、学

び
や
生
活
等
の
情
報
を
産
地
提
案

書
と
し
て
発
信
し
、産
地
全
体
で

新
規
参
入
者
を
受
け
入
れ
る
取

組
が
行
わ
れ
て
い
る
。将
来
の
見
通

し
に
不
安
を
感
じ
る
相
談
者
も
い

る
た
め
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
事

例
な
ど
を
整
理
し
、稼
げ
る
農
業

モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
く
。

林
業
分
野
で
は
、林
業
大
学
校

で
技
術
の
習
得
な
ど
を
支
援
し
て

い
る
が
、所
得
水
準
が
他
産
業
に

比
べ
て
低
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

生
産
性
の
向
上
や
、利
益
を
従
業

員
に
還
元
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を

行
い
、農
林
業
が
選
ば
れ
る
職
業

と
な
る
よ
う
力
を
尽
く
す
。

問

中
山
間
地
域
の
実
情
に
即

し
た
高
知
モ
デ
ル
の
若
者
就
労
支

援
を
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
、所

見
を
聞
く
。

外
国
人
材
の
定
着
に

向
け
た
方
針

答

文
化
生
活
部
長
　
外
国
人

材
活
躍
・
多
文
化
共
生
推
進
庁
内

会
議
を
設
置
し
、部
局
横
断
で
取

組
の
検
討
を
進
め
る
。

仕
事
面
で
は
、就
労
環
境
の
整

備
を
行
う
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど

環
境
整
備
を
検
討
し
、生
活
面
で

は
、出
張
相
談
会
の
実
施
な
ど
相

談
機
能
の
強
化
に
加
え
、社
会
保

険
・
税
・
生
活
ル
ー
ル
等
の
情
報
を

ま
と
め
た
冊
子
の
ひ
な
形
の
作
成

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
令
和
７
年
度
末
に
策

定
予
定
の
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ

ン（
仮
称
）に
盛
り
込
み
、環
境
を

整
え
る
。

問

令
和
９
年
度
施
行
の
育
成

就
労
制
度
に
よ
り
、地
方
で
育
て

た
外
国
人
材
が
、賃
金
や
環
境

条
件
の
よ
い
都
市
部
に
流
出
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。定
着
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
方
針
で
進

め
る
の
か
。

答

産
業
振
興
推
進
部
長
　
公

共
調
達
に
お
け
る
地
消
地
産
推
進

戦
略
を
策
定
し
、県
内
発
注
の
拡

大
に
向
け
た
事
業
者
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
、入
札
等
の
参
加

者
の
限
定
や
、生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取

得
に
向
け
た
支
援
な
ど
を
進
め
る
。

効
果
検
証
の
指
標
と
し
て
、公

共
調
達
に
お
け
る
県
内
調
達
率
を

目
標
に
設
定
し
、進
捗
管
理
と
契

約
状
況
の
分
析
に
よ
り
、施
策
の

強
化
も
検
討
す
る
。

就
農
支
援
策
の
見
直
し

答

農
業
振
興
部
長

　限
ら
れ
た

予
算
の
中
、若
者
の
確
保
対
策
に
重

点
化
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、現
在

の
ス
キ
ー
ム
を
継
続
す
る
方
向
だ
。

一
方
、定
年
延
長
な
ど
の
影
響
で

50
・
60
代
の
親
元
就
農
の
減
少
率
が

大
き
く
、シ
ニ
ア
世
代
の
就
農
に
向

け
て
効
果
的
な
取
組
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

県
の
施
策
に
関
す
る
市
町
村
へ

の
要
望
に
つ
い
て
は
情
報
共
有
を
図

り
、関
係
機
関
や
農
業
者
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
施
策
の
強
化
や
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
。

問

県
は
令
和
６
年
に
、独
自
に

実
施
し
て
き
た
50
歳
か
ら
64
歳
の

就
農
支
援
策
を
廃
止
し
た
が
、年

齢
に
関
係
な
く
就
農
希
望
者
を
支

え
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。高
知
市

の
農
業
施
策
等
に
関
す
る
意
見
書

で
も
国
・
県
の
補
助
事
業
の
年
齢

要
件
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

機
関
と
の
情
報
連
携
を
行
う
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
を

後
押
し
す
る
。

ま
た
、住
民
参
加
の
仕
組
み
づ

く
り
と
し
て
、あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
の
多
世
代
交
流
の
取
組

を
さ
ら
に
充
実
す
る
。

あ
わ
せ
て
、共
働
き
・
共
育
て
の

意
識
醸
成
と
し
て
、男
性
の
育
休

取
得
率
を
公
表
す
る
企
業
の
登

録
を
さ
ら
に
増
や
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、地

域
社
会
全
体
で
子
供
と
家
庭
を

支
え
る
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

答

知
事
　
拠
点
づ
く
り
と
し
て
、

子
育
て
家
庭
の
サ
ポ
ー
ト
や
関
係

地
域
社
会
全
体
で
子
供
と

家
庭
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

解
決
に
向
け
て
は
、知
識
を
学
ぶ

施
設
が
必
要
だ
。

監
理
団
体
が
共
同
で
利
用
で
き

る
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
、事
業

者
や
団
体
な
ど
の
ニ
ー
ズ
も
聞
き

な
が
ら
、今
後
の
支
援
方
法
を
検

討
し
て
い
く
。

問

子
育
て
世
代
の
定
住
や
移

住
を
妨
げ
る
要
因
に
対
し
、子
供

と
家
庭
を
支
え
る
体
制
を
ど
う

強
化
し
て
い
く
の
か
、所
見
を
聞

く
。

技
能
実
習
生
の
講
習
施
設

の
整
備

問

須
崎
市
が
日
本
語
教
育
施

設
を
設
置
す
る
方
向
で
議
論
し

て
い
る
が
、今
後
、施
設
整
備
の

支
援
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

向
け
、周
知
や
伴
走
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。関
係
団
体
と
連
携

を
密
に
し
、現
場
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き

な
が
ら
、課
題
解
決
に
向
け
た
メ

ニュ
ー
を
検
討
し
て
い
く
。

答

商
工
労
働
部
長
　
中
小
企

業
向
け
の
世
論
調
査
等
を
基
に
、

商
工
会
や
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

経
験
や
勘
に
頼
っ
た
経
営
か
ら
、客

観
的
な
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
経
営

へ
の
転
換
を
促
進
す
る
な
ど
、事

業
者
の
稼
ぐ
力
を
後
押
し
し
て
い

る
。ま

た
、地
域
の
金
融
機
関
と
も

連
携
し
、様
々
な
支
援
の
活
用
に

答

商
工
労
働
部
長
　
技
能
実

習
生
の
受
入
れ
窓
口
と
な
る
県
内

の
監
理
団
体
24
の
う
ち
16
が
県
外

の
講
習
施
設
を
利
用
し
て
お
り
、

本
県
の
方
言
や
生
活
ル
ー
ル
な
ど

を
学
ぶ
機
会
が
な
い
こ
と
が
、県
内

事
業
者
が
技
能
実
習
生
を
受
け

入
れ
る
際
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

県
内
企
業
の
育
成
に
よ
る

地
域
経
済
の
循
環

問

県
内
企
業
が
参
入
し
に
く

い
分
野
に
対
し
、戦
略
的
な
産
業

育
成
を
行
う
と
と
も
に
、取
組
の

効
果
を
検
証
し
、地
域
経
済
を

循
環
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
、所
見
を
聞
く
。

金岡　佳時
（自由民主党）

早
明
浦
水
会
議
の
創
設

問

環
境
問
題
、気
候
変
動
に
よ

る
洪
水・渇
水
問
題
等
に
対
し
、こ
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総 務 委 員 会 危機管理文化厚生委員会

■職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の一部を改正する条例議案に
ついて
執行部から、職員一人一人が能力を発揮できる環境の整備、ワーク・ライフ・バランス

の実現など、公務能率の向上や、職員の希望や事情に応じた働き方を可能とし、多様
な人材の確保につなげるため、フレックスタイム制を導入するものである。職員の勤務時
間が様々になることも想定されるため、各所属における服務管理に混乱を招かないよう
配慮が必要なことから、対象職員は段階的に導入したいと説明があった。
委員から、育児をしている人たちを優先的に導入し、いずれ全職員が対象になれ

ば、現場の混乱は生じないか。対応等はできるのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、現在も、勤務時間の７時間45分は固定だが、時間帯をず

らす働き方ができる早出遅出勤務制度がある。現状、１月当たりで約400人が取得した
りと、柔軟な働き方もされてきているため、徐々に広がり、服務管理もしっかりできるものに
なるのではないかと考えていると答弁があった。
別の委員から、制度が進んでいくと、勤務時間の管理が大変になってくると思うが、ど

ういう形で、誰が管理をしていくのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、県庁の勤務管理は、勤務実績管理システムで行っている
が、システムがフレックスタイムに対応できていない。まずは、育児または介護を行う職員
に制度を導入する中で、来年度システムの改修を行い、令和９年４月の全職員が対象
になるタイミングで、システムで管理できるようにと考えていると答弁があった。

12月定例会 常任委員会 委員長報告 要旨12月定例会 常任委員会 委員長報告 要旨

商工農林水産委員会 産業振興土木委員会

■造林事業費補助金について
執行部から、森林の公益的機能の発揮等を図るため、国の補正予算を活用して、
再造林などの森林整備を支援するものであると説明があった。
委員から、補正予算による再造林面積はどの程度を予定しているのか。また、再造
林率の向上は期待できるのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、再造林面積は230ヘクタール程度を計画している。また、
必要な予算の確保により再造林面積が増加している中で、伐採面積は少し落ちている
ことから、再造林率は徐 に々向上していると答弁があった。

■高知競馬の利益配分金について
執行部から、高知競馬の令和６年度の売上げは約999億円と過去最高を記録した

ところであるが、本年度もその勢いは継続し、年度当初から好調に推移している。今回、
高知県競馬組合及び高知市との協議を重ね、現在の配分率及び算定方法を改定す
る、新たな協定書を締結することとしたと説明があった。
委員から、今後の高知競馬の売上げについては、どのような見通しを持っているのか

と質問があった。
それに対し執行部からは、楽観視はできないが、売上げ1,000億円を確保していきた
いと考えていると答弁があった。
別の委員から、競馬法では、収益の使途が畜産の振興や社会福祉の増進などに努

めることとされているが、利益配分金の使途について検討する体制はあるのかと質問
があった。
それに対し執行部からは、本県では利益配分金を一般財源として受け入れている。
一方で畜産の振興などに必要な予算については、引き続きしっかりと提案していきたい
と答弁があった。

■客船受入等業務委託料について
執行部から、高知市中心市街地で

の外国クルーズ船乗客の受け入れ態
勢の充実を図り、高知旅の満足度を高
めることで、さらなる誘致や外国人観光
客のリピーター確保につなげるために
実施するものであると説明があった。
委員から、委託先が実施するアン

ケート調査について、県はどのように
活用していくのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、アンケート調査では、多言語での案内表示などの要望を
いただいており、今後さらに満足度を高め、よりよい環境を整備していくために、事業者
向けのセミナーを継続して実施していきたいと答弁があった。
別の委員から、満足度を高めるということでは、以前はキャッシュレス決済ができる施
設が少ないという課題があったが、最近はどのような状況かと質疑があった。
それに対し執行部からは、県内の主要な観光施設で飲食や物販を行っている205 
施設のうち、57%の116施設においてキャッシュレス決済が導入されている、これに加
え、コンビニ等でのお金の引き出しについても併せて案内していると答弁があった。

■消防広域化の取り組み状況について
執行部から、消防広域化の取り組み状況について、消防広域化の進め方など、９月
定例会報告時以降の新たな内容について説明があった。
委員から、各消防本部の職員の思いが議論の中に反映されているのかという点で

は、議論そのものが不十分だと思っている。現場では、これまで築き上げてきたものがあ
る中、仕組みが変わることに、疑問や戸惑い、課題意識も持っており、しっかり議論をし
ないと、現場が混乱することとなる。ひいては県民の安全・安心に関わることから、思い
をくみ上げきめ細やかな議論をしていく姿勢が大事だと思うがどうかと質問があった。
それに対し執行部からは、引き続き、専門部会等で、代表者から話を聞くだけでなく、
実務者によるワーキンググループで、現場の職員の声も丁寧に聞きながら、きめ細やか
に議論を進めていくと答弁があった。
別の委員から、消防の広域化については賛成である。市町村からは、広域化に関

し、おおむね理解をいただいているとのことだが、協議を進める中で、今後も、新たな課
題が出ても、前向きに取り組んでいただきたいと意見があった。
さらに別の委員から、任意協議会を設置し、きめ細かに議論を行うこととし、１年期限
を延ばす方針が出された。期限ありきの議論について、難色を示す意見もある中、南海
トラフ地震の発生が切迫する、今この時をもって、取り組むことも十分理解できる。いず
れにしても、この件については、住民の意見をしっかり聞きながら、納得が得られる方向
に、取り組んでほしいと意見があった。

日
本
の
教
育
を
変
え
て

い
く
よ
う
な
教
育
の
実
現

問

子
供
た
ち
の
多
様
な
要
望

に
応
え
る
た
め
、高
校
卒
業
の
修

得
単
位
数
を
下
限
の
74
単
位
と

し
、学
び
た
い
こ
と
は
部
活
動
で

学
ぶ
こ
と
を
提
案
す
る
。指
導
者

と
し
て
地
域
の
方
々
の
力
を
借
り

る
な
ど
し
、希
望
を
か
な
え
な
が

ら
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

て
る
教
育
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

本
県
か
ら
日
本
の
教
育
を
変

え
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、所
見

を
聞
く
。

答

知
事
　
四
国
の
水
問
題
に
対

し
、関
係
者
が
認
識
を
共
有
し
た
上

で
対
処
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
だ
。

ま
た
、早
明
浦
ダ
ム
の
建
設
の
歴
史

な
ど
に
つ
い
て
、語
り
継
い
で
い
く
こ

と
も
非
常
に
大
切
だ
と
考
え
る
。

具
体
的
に
ど
う
い
う
形
で
議
論

の
場
を
作
る
の
か
、既
存
の
会
議
な

ど
の
活
用
も
含
め
、関
係
機
関
と
も

相
談
の
上
、設
置
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

れ
ま
で
以
上
に
圏
域
の
利
害
を

超
え
て
一
つ
に
な
る
こ
と
が
必
要

だ
。四
国
の
水
問
題
を
議
論
す
る

場
、仮
称
早
明
浦
水
会
議
の
創
設

を
提
案
す
る
が
、所
見
を
聞
く
。

環
境
問
題
、気
候
変
動
に
よ

る
洪
水・渇
水
問
題
等
に
対
し
、こ

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

答

教
育
長
　
本
県
で
は
、進
路

希
望
を
実
現
す
る
た
め
、全
国
に
先

駆
け
て
遠
隔
教
育
に
取
り
組
む
な

ど
、規
制
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、新
た

な
道
を
切
り
開
い
て
き
た
。

提
案
に
は
、直
ち
に
実
行
に
移
す

こ
と
が
困
難
な
項
目
も
あ
る
が
、思

い
に
深
く
共
感
す
る
。特
に
、伝
統

文
化
や
産
業
へ
の
学
習
な
ど
に
お
い

て
、地
域
の
方
々
に
協
力
い
た
だ
く
こ

と
は
、積
極
的
に
拡
充
し
た
い
。

幡
多
地
域
に
お
け
る

発
達
障
害
児
の
療
育
体
制

問

発
達
障
害
児
の
療
育
を
培
っ

て
き
た
幡
多
地
域
の
事
業
所
が
閉

所
の
方
針
を
示
し
、保
護
者
や
関
係

機
関
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。必

要
な
療
育
体
制
を
ど
の
よ
う
に
維

持
し
、将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
し
て

い
く
の
か
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た

名
誉
毀
損・誹
謗
中
傷
等
へ
の
対
応

答

警
察
本
部
長
　
最
寄
り
の
警

察
署
へ
の
相
談
の
ほ
か
、警
察
総
合
相

談
電
話
＃
9
1
1
0
や
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
相
談
を
受
理
す
る
体
制
を
取
っ

て
い
る
。

書
き
込
み
の
削
除
を
要
望
さ
れ
る

場
合
に
は
削
除
方
法
に
関
す
る
助
言

を
行
い
、相
手
へ
の
処
罰
を
望
む
場
合

に
は
法
と
証
拠
に
基
づ
き
適
正
に
捜

査
し
て
い
る
。相
談
さ
れ
た
方
の
心
情

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、対
応
し
て
い
く
。

問

社
会
環
境
の
変
化
を
受
け
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
悪
用
し
た
誹
謗
中
傷・名

誉
毀
損
事
案
へ
の
対
応
強
化
が
求

め
ら
れ
る
が
、事
案
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

答

子
ど
も
・
福
祉
政
策
部
長
　

職
員
の
確
保
や
定
着
の
観
点
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
へ
の
補
助
、処
遇
改
善

加
算
の
取
得
促
進
や
遠
方
の
利
用

者
を
送
迎
す
る
事
業
所
に
対
す
る

県
独
自
の
加
算
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。

引
き
続
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今城　誠司
（自由民主党）



̶4̶「こうち県議会だより」の点字版・デイジー版をご希望の方は
県議会事務局総務課（TEL 088-823-9533）へ。

■総務委員会
12月15日、17日（12月定例会中）
付託された16件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決または承認。
請願２件、意見書案２件を審査。

■危機管理文化厚生委員会
12月15日、17日（12月定例会中）
付託された16件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
請願２件、意見書案５件を審査。

■商工農林水産委員会
12月15日、17日（12月定例会中）
付託された５件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案２件を審査。

■産業振興土木委員会
12月15日、17日（12月定例会中）
付託された９件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。

12月定例会 主な審議の結果

常任委員会の動き

※各議員の賛否の状況は、県議会のホームページでご確認いただけます。

２月24日
３月３日
４日
５日
６日
10日
11日
12日
13日
16日
17日
18日
19日
24日

（火）
（火）
（水）
（木）
（金）
（火）
（水）
（木）
（金）
（月）
（火）
（水）
（木）
（火）

開　会 
質疑並びに一般質問
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃　（一問一答）
　　〃　（一問一答）
常任委員会
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
閉　会   

【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】

【中継】

2月定例会開催予定2月定例会開催予定2月定例会開催予定

人口減少対策調査特別委員会の動き人口減少対策調査特別委員会の動き

【問い合わせ】 議事課 議事記録班 088-823-9534

【問い合わせ】 議事課 企画広報班 088-823-9536

議会中継議会中継議会中継
ケーブルテレビ中継
●高知ケーブルテレビ
　（3/3・10・11は414ch、3/24は416ch）
●西南地域ネットワーク
●よさこいケーブルネット
●香南ケーブルテレビ
●四万十ケーブルテレビ
●むろと光サービス　
●黒潮町ケーブルテレビ
　※一部録画中継となる場合があります。
インターネット中継
※３営業日後に録画映像も公開して
います。

418ch

111ch
851ch
112ch
122ch
111ch
11ch

※日程は変更になる場合があります。
※本会議、委員会の開催予定及び傍聴の方法は県議会
のホームページにも掲載しています。

フィリピン・ベンゲット州を記念訪問フィリピン・ベンゲット州を記念訪問

50周年を記念する共同声明に調印

高知県・ベンゲット州姉妹県州
協定提携50周年を記念し、
三石議長、田中議員、はた議員
の３名が濵田知事とともに、現
地を訪問しました。
滞在中は、50年前に締結さ

れた協定の再宣言や、交流を記
念して開設された「さくらパーク」
に新たな桜の苗木を植樹するな
ど、両県州のより豊かな関係構
築に向け絆を深めました。

12月19日 今後の方向性等について
協議。

12月４日 議員定数問題等に関する
課題等について協議。

１月20日 報告書の構成等について
協議。

議員定数問題等調査特別委員会の動き議員定数問題等調査特別委員会の動き

県議会の構成が変わりました県議会の構成が変わりました
●令和７年12月４日付けで、橋本敏男議員が
辞職しました。

●令和７年12月19日付けで、坂本茂雄議員
が議員定数問題等調査特別委員に選任さ
れました。

●令和８年１月19日付けで、田所裕介議員が
辞職しました。

●令和８年１月29日付けで、坂本茂雄議員が
議会運営委員に、岡田竜平議員が人口減
少対策調査特別委員にそれぞれ選任されま
した。

●令和８年２月８日に高知市選挙区の議員補
欠選挙が行われました。

　欠員が生じていた土佐清水市選挙区
において、令和８年１月18日に行わ
れた補欠選挙の結果、岡﨑哲也さんが
新しく県議会議員となりました。

●可決された議案（69議案）※同意、承認、認定を含む
知事提出議案（63議案）
予算議案（16議案）
・令和７年度高知県一般会計補正予算 ほか 15議案

条例議案（13議案）
・高知県職員の修学部分休業に関する条例議案 ほか 12議案

人事議案（３議案）
・高知県土地利用審査会の委員の任命についての同意議案 ほか ２議案

決算議案（23議案）
・令和６年度高知県一般会計歳入歳出決算 ほか 22議案

その他議案（８議案）
・令和８年度当せん金付証票の発売総額に関する議案 ほか ７議案

議員提出議案（６議案）
意見書議案（６議案）
・巨大災害発生に対する対応体制整備を求める意見書議案

・危機的状況にある自治体病院の存続に向けた財政支援を求める意見書議案

・筋痛性脳脊髄炎／慢性疲労症候群の研究促進を求める意見書議案

・森林吸収源対策及び林業・木材産業の活性化対策の推進を求める意見書議案

・太陽光発電設備のリサイクル推進及び適正な廃棄処理に関する意見書議案

・皇室の伝統に基づく安定的皇位継承の国会論議促進を求める意見書議案

●否決された議案（２議案）
議員提出議案（２議案）
意見書議案（２議案）
・地方の民意切捨てにつながる衆議院議員定数削減に反対する意見書議案

・介護保険制度の後退につながる見直しの中止を求める意見書議案

●不採択とされた請願（４件）
・すべての子どもにゆきとどいた教育をすすめるための請願について(請第1-1号、1-2号）

・教育予算を増額し、すべての子どもたちにゆきとどいた教育を求める私学助成の請願に

ついて(請第2-1号、2-2号）

岡﨑 哲也
（おかざき　てつや）

会派名

 県民の会
所属する常任委員会
危機管理
文化厚生委員会

新議員の紹介新議員の紹介


